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「応用心理学研究」への論文投稿のための研修セミナー
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The record of the training seminar for article contributions 
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はじめに く企画趣旨など〉

日本応用心理学会は 1936年に設立され， 第二次

世界大戦中 ( 1 941 ~1945) は一時的に活動を停止し

ていたが， 1946年 3月にその第 l回大会が開催さ

れ，以来実に 60数年の歴史と伝統を有する学会で

ある。学会設立以降は会員数が減少した時期もあっ

たが，最近では少しずつで‘はあるが増加傾向を示し

ており，本年 8月での会員総数は 1200人を超えて

いる。そ して会員数の増加とともに学会機関誌であ

る「応用心理学研究Jへの投稿論文数も大幅に増え

てきている。これは，学会活性化対策の一環として

講じられた，学会機関誌に総説論文，短報論文，実

践報告などを組入れるという方策が着実に成果を挙

げていることの傍証でもあると思われる。特に若手

研究者からの投稿論文数が急増し， これまで編集委

員会が目指してきた短期間での論文審査は非常に困

難な状況になってきた。そこで編集委員会では，効

率的でかっ公正な審査と，科学論文としての水準を

維持した格調高い機関誌の刊行を目指すため，これ

までの編集委員会の審査体制を見直し，投稿論文に

関する専門の審査部門を設け多くの要請に対応する

ことになった。

このように機関誌への投稿は急速に増加の傑相を

呈しているが，それに相応するかのように一方では

投稿に関しての種々の問題が増え，現在，編集委員

会ではこれまでは想定外であったような案件まで抱

え対応に苦慮する事態が増えてきている。編集委員
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会の業務は機関誌の編集 ・刊行で，主たる内容は投

稿論文の審査にある。 しかし，最近の業務は「論文

審査」や「機関誌発行」などの実務のみならず，投

稿論文の「投稿 ・執筆規程の遵守確認」ゃ「研究倫

理問題の確認」な どと，本来の業務以外にまで及ん

でいるのが実情である。

このように，編集委員会における業務が煩雑化し

ていることについてはいくつかの原因が考え られ

る。

論文の投稿に際し，応用心理学会機関誌の「投

稿 ・執筆規程」や「倫理規程」を完全に無視したも

のはほとんど見られないが，論文投稿者において

「投稿 ・執筆規程」や「倫理規程」が必ずしも正確に

理解されていないことと，それが遵守されていない

ことに大きな原因があるのではなし、かと恩われる。
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さらに，科学論文としての書き方(体裁)に問題が

ある場合の対応や，図表などのプレゼンテイション

問題への対応なども編集委員会における業務煩雑化

の l要因であると思われる。

応用心理学会としてこのような問題に対処するた

め，場合によっては 11交稿 ・執筆規程」の再点検が

必要となってくるかもしれないが. 1投稿 ・執筆規

程」は最近改正されたばかりであり ，今のところ大

きな不都合は生じていないものと恩われる。一方，

現在の応用心理学会の「倫理規程Jには硲かにl慶|味

で具体性に欠けた点が散見されるので，これについ

ては早期の対応が必要と思われる。しかし，このよ

うな状況下依然として機関誌への投稿は増え続けて

おり，仮に「投稿 ・執筆規程」ゃ「倫理規程」の見

直しがなされたとしても，実際にそれが周知徹底さ

れ遵守されなければ全く意味がないものとなる。

このような現況に鑑み， 平成 21年度第 l回常任

理事会では，日本応用心理学会第 76回大会におい

て編集委員会を主管とする「応用心理学研究」への

投稿についての「研修セミナー」開催と，研究や投

稿のための「相談ブ ス」開設を正式決定した。

この研修会は日本応用心理学会が初めて開催した

ものであり，その計画も手探りであり決して万全と

いえるものではなかった。しかし.9月 12日に開催

された「研修セミナ ー」では，強い雨そして朝一番

のセッションにも関わらず，特に，学会活性化の原

動力となる若い研究者の参加lが目立ち，この企画へ

関心の高さを窺い知ることができた。研修会では，

機関誌「応用心理学研究」はどのような論文を求め

ているのかというように，応用心理学の原点を問う

話題も提供され，第 l巨|目としてはそれなりに有意

義なセミナ ーであったと思われる。また，今回の研

修会では「セミナ ー」の開催時間帯や「相談ブース」

の設置など，色々な問題点も明らかにされており，

これらを改善し更なる要請に応じることが必要と考

えられる。

1. 論文の投稿と倫理について

1.1 応用心理学における研究倫理

学会機関誌はもとより種々の書物や雑誌等に寄稿

する場合，投稿倫理または投稿者倫理が厳しく問わ

れるようになった。これは日本応用心理学会におい

ても同様であり，その基本的コンセプ 卜に関して

藤田主一(日本体育大学)

は，本学会倫理綱領の中の次の条項が該当する(抜

粋)。

(1) 人権の尊重:本学会会員は，日本国憲法およ

び国際人権規約に基づき，ウィ ーン宣言 (1993年 6

月25日:国連出界人権会議採択)を視野に入れる

などして，自 らの研究や実践活動の対象となる個人

や組織，社会に対して常にその尊厳を尊重しなけれ

ばならない。

(2) 説明と同意:本学会会員が，研究のための実

験 ・調査 ・測定等，また組織活動 ・臨床活動 ・教育

活動等の実践活動を行うときには，その対象者に事

前に文書あるいは口頭で十分な説明を行い，同意を

{与なければならない。

本学会倫理綱領には「ウィ ーン宣言」 という用語

が取り入れられている。周知のように，この宣言は

「人権および基本的自由はすべての人間の生れなが

らの権利であり，それらの保護および助長は諸政府

の第一次的責任である」とい う人類共通の理念を構

築するものである。したがって，本学会会員が行う

あらゆる活動は， この宣言にのっとり人権尊重から

逸脱するものであってはならないという主旨であ

る。

現在，医療機関(大学，病院，研究所等)で患者

を対象に研究する場合，事前に臨床研究審査委員

会，倫理審査委員会等の内部審査を経ないと実施す

ることができない。本学会には医療機関に在職する

会員も多く ，また看護学的研究をはじめとする研究

活動も盛んである。医療機関では，新薬を開発する

「治験J.新しい治療デザインを確立する 11臨床研

究J.患者の QOLなどの実態を探る「調査研究」等

を行う場合，審査委員会に対して研究計画書の提

出，同意説明文の提出，同意書(包括的同意書を含
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む〕の提出が必須であり，審査の過程でこれらが不

十分であると研究そのものに入ることができなし、

これに比べると，本学会だけでなく心理学界全体の

諸活動が非常に暖昧な倫理基準の下にあるといって

よし、。医学研究の倫理的原則である「へルシンキ宣

言J(1964年に世界医師会採択)には， ①患者 ・被

験者福利の尊重，②本人の自発的 ・自由意思による

参加，③インフォ ームド ・コンセント取得の必要，

④倫理審査委員会の存在，⑤常識的な医学研究とい

う重要な基本原則がある。応、用心理学的研究におい

ても，同種の原則が援用されるべきと考えられる。

1.2 機関誌『応用心理学研究』における投稿倫理

本学会機関誌『応用心理学研究』に論文を投稿し

ようと考えている会員は， i投稿 ・執筆規程」に準拠

するだけでなく ，以下に述べる研究 ・投稿倫理を順

守しなければならない。

(1 ) 研究計画

研究を計画するに先立ち，研究内容に倫理的な問

題が発生するかどうかを検討する。また，研究対象

者に人権問題が発生しないよう細心の注意を払う。

(2) インフォ ームド ・コンセント

研究を開始する前に，研究対象者に対して研究の

概要や方法を文書または口頭で十分に説明する。ま

た，研究に参加するか否かは自由意思であることを

伝え，参加しなくても不利益にならないことを説明

する。なお，可能であれば同意書(事前に作成)に

研究参加の意思を記入 ・提出してもらうとよい。 し

たがって，たとえば質問紙調査を行う場合，大学等

の教室において担当者が「やり方は読めばわかりま

すJi協力するように」という実施方法は望ましくな

い。従来から普通に行われていた方法(教員が学生

に，先輩が後輩に対する一方的で半ば強*11的な協力

依頼)を改めなければならない。

(3) 公的機関からのデータ提供

公的機関(国，地方自治体等)が取得したデ ータ，

職務上知り得たデータを研究に使用する場合，デー

タ所有者あるいは所属長の許可が必要である。さら

にデータの入手方法(たとえば，内部資料か公開さ

れている資料か)についても明記する必要がある。

いずれにしても，研究を開始する前に 「データ使用

許可書」を発行してもらうとよし、。今後，公的機関

のデータを使用した論文だけでなく ，あらゆる投稿

論文が倫理的問題をクリアしているのか等の文書を

添付，または提出を求められることが考えられる。

(4) 研究成果の公表

研究成果の公表方法についても事前の説明が必要

である。公表に際しては個人名が出てしまうなとプ

ライパシーを侵害することのないようにしなければ

ならない。特に事例研究などは，個人が特定できる

ことのないように注意する必要がある。研究成果を

研究会I象者へ通知連絡するのかということについて

も，説明を加えておくとよい。

(5) 研究者としての倫理

研究成果を『応用心理学研究』へ投稿しようとす

る会員は，研究倫理，投稿倫理，投稿者倫理を十分

踏まえるようにしてほしし、。投稿論文の中に，倫理

的配慮、がなされたのかという記述があると確認しや

すい。投稿に倫理的問題があると判断された場合

比編集委員会から指摘があり，審査以前の問題と

して不採択になることが考えられる。当該論文と類

似の内容を別の雑誌へ投稿することもあってはなら

なし、。これは研究者として大きな倫理問題となる。

また論文を執筆してし、く過程で，結果を確認して仮

説を考えていく方法も問題である。データ処埋に使

用した統計ソフトの種類を記載することも必要であ

る。

(6) r応用心理学研究』投稿論文の現状

過去 3年聞に発行された 『応用心理学研究J(第

32巻第 l号~第 34巻第 2号)の 6冊に掲載され

た論文(公開シンポジウム，特集を除く)は，総説

6，原著 15，資料 7，短報 23，実践 3の合計 54論

文である。 この内， 一部の総説等を除いた 49論文

に倫理的配慮に関する記述があるかを検討した。そ

の結果，実験系研究 8論文の中で倫理的「記述あ

りJ2論文， i記述なしJ6論文，調査系研究 34論文

の中で倫理的 「記述ありJ7論文，i記述なしJ27論

文，観察(含.面接)系研究 7論文の中で倫理的 「記

述ありJ3論文， i記述なしJ4論文という結果と

なった。合計 49論文の中で倫理的「記述あり」 は

12論文 (24.5%)，i記述なしJ37論文 (75.5%)で

あった。

研究倫理，投稿倫盟は研究者にとっての生命線で

ある。これから『応用心理学研究』への執筆 ・投稿

を考えている会員は，必ず上記の倫理的配慮を忘れ

ずに取り組んでいただきたい。
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2. 論文のまとめ方

2.1 応用心理学研究の特色

基礎心理学研究とは異なる応用心理学研究の特色

として，次の 3点を指摘したい。

(1) 問題解決型研究の志向

基礎心理学では行動の理解と予測(行動メカ ニズ

ムの究明)が重要な研究課題になる。実験 ・調査 ・

観察 ・面接といった実証的方法を用いて統計学を援

用しながら， こうした課題に取り組むことになる。

科学研究としての貢献は大きいが，研究成果が必ず

しも我々の日常生活の改善に直接的に結び、つくわけ

ではない。これに対して，応用心理学では生活者の

QOLを高めていくことを研究目的に据え，日々の

生活の中で生ずる問題の解決に取り組んでいる。リ

サーチ ・クェスチョンの設定において， この点が両

者の大きな相違点となる。

(2) 問われるデータの質と倫理問題

基礎心理学では人間の基礎的行動を解明するた

め， I実験参加者 (participants)は人間ならば誰で

もよい」という考え方が採られることも少なくな

い。これに対して，応用心理学では研究データを教

育・産業・臨床等の現場に近いところで採取するた

め，データ採取にかかる負担は格段に重くなる。

データの質が研究の質に直結するため，研究現場と

密なる連携が求められ，データ提供者の個人情報保

護等の倫理問題への配慮も欠かせない。基本的に

データ採取にやり直しが利かないため，研究計画作

成にも細心の注意が必要になる。

(3) 複合変数の中での心理学的変数の重要性を強

調

基礎心理学では特定変数や要因に注目するため，

その他変数は極力統制されることになる。そして，

実験室状況ではそうした条件統制がそれほど難しく

はない。これに対して，応用心狸学の研究フィ ール

ドは生活現場そのものであるため，条件統制はほぼ

不可能であり，複合変数が混在する中で研究に取り

組むことになる。現場の問題解決を志向する研究で

ある以上，取り扱う概念，変数が心理学から離れる

場合もあり，分析が粗くなる危険性を併せ持つが，

心理学的要因が問題状況の中核に位置づけられるよ

う研究デザインを工夫していくことになる。

所正文(国土舘大学)

2.2 研究のまとめ方

主要なポイントとして次の 8点を指摘したい。な

お， ( 1)~ (5) は一連の流れになっており， この順番

に作業を進めることが効果的であると思われる。

(1) シンプルなスト ーリーを作る

「問題意識(研究目的)→方法→結果→考察」の流

れにおいて， シンプルなスト ーリーができているか

どうかをチェックする。専門用語や概念が多用され

ていても，著者は第 3者に対して論理の展開を明瞭

に説明できなければならない。そのためには，最初

にアブストラクトを整理することも一つの方法であ

る。

(2) I方法」の箇所から書き始める

科学論文の執筆が文学的文章や一般論文のそれと

は異なる点のーっとして，必ずしも 1ページ目から

着手しなくても良いことが挙げられる。「実験課題，

手続き，実験参加者，実験日時 ・場所(調査の場合

には，調査項目，方法，対象者，調査期間 ・場所)J

から書き始めるとスムースに入れるというのが筆者

の経験である。

(3) I結果」における核心的部分を図 ・表にまとめ

る

科学論文において客観的で説得力のある主張を展

開するためには，核心的部分を図 ・表に整理するこ

とが重要である。「結果Jの記述では図 ・表を真っ先

に決定する必要がある。ただし，図 ・表は密度の濃

いものを最小限に止めるべきであり，数値を羅列し

ただけの冗長な図 ・表が多くなると，それは論文で

はなく資料集となってしまうことを併せて指摘した

し、。

(4) I考察」の欄で述べるポイントを決める

「結果」の記述を終えた後，本研究で得られた新し
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い心理学的知見を述べてしぺ。本研究が当該研究領

域における研究史の中でどういう位置づけを占める

のかについて，論文冒頭の先行研究とリンクさせて

いくことが重要である。そのため冒頭部分の先行研

究を同時に仕上げていくことになる。研究の過程で

は膨大な分量の先行研究に当たっても，論文に盛り

込まれる先行研究は大幅に取捨選択される。そし

て，今後の課題を併記することを忘れてはならな

し、。

(5) 執筆要項をもとに論文書式を調整する

論文の骨格が整った後は，投稿雑誌の執筆要項に

従って書式，表記法等を修正してし、く。特に引用文

献の表記法などには注意を払う必要がある。

(6) 英文投稿の際には，日本語でしっかりとしたス

ケルトンを作る

英文論文であっても論文そのものは日本語の場合

と全く同じである。まずは日本語でしっかりとした

スケルトンを完成させることが重要である。注意点

としては，論点をよりシンプルに，図・表をクリア

に仕上げることが求められる。英文を試案した後，

投稿前にはネイティブチェックを受けることが絶対

条件になる。

(7) 研究発表は口頭発表(ポスタ 一発表)から始め

る

いきなり原著論文として投稿することよりも，口

頭発表(ポスタ 一発表)→短報論文→原著論文とス

テップを踏んでいった方がまとめやすい。この過程

で有益な助言が得られれば完成度の高い論文に仕上

がるからである。なお，ポスタ ー発表の中での記載

事項は，エッセンスのみに留め，訪問者に対して口

頭で説明する部分を残しておくことが重要である。

大会発表予稿集原稿とほぼ同じ書式で，小文字で多

量に記述しているものも散見されるが好ましいとは

いえない。

(8) 適正な論文分量は仕上がりページで 5ページ

程度

本学会機関誌「応用心理学研究」の場合，短報論

文だけは 2ページという分量制限があるが，原著論

文 ・資料論文について分量制限は設けられていな

い。しかし，理工系学術雑誌の場合，原著論文で 5

ページ程度の分量制限が設けられている場合があ

る。科学論文では元長な記述は最も避けるべきであ

り， 5ページ程度の論文が望ましいように思える。

2.3 査読者との対応

次の 2点を指摘したい。

(1 ) 査読者 2名 (A氏 B氏)の指摘に対する

「修正対応表」の作成

学会投稿論文は通常 2名の査読者 (A氏， B氏)

によって審査が行われるため， A氏と B氏によるそ

れぞれの指摘内容に対して投稿者がどのような修正

を行ったかについて，両氏に伝えることが重要であ

る。そのためには一覧表を作成して明示すると分か

りやすい。例えは同一箇所に関して A氏と B氏の

指摘内容が異なる場合には，そのことを両氏に理解

してもらう必要がある。また，査読者両氏からの指

摘内容が整然と一覧表に記載されていれば 2回目

以降の査読では 1回目査読で指摘されなかった箇

所の指摘が基本的にできなくなることも重要な点で

ある。

(2) 編集委員会の取り組みについてのご紹介

筆者は現在編集委員長の任にあるため，編集委員

会の基本姿勢を若干ご紹介したい。投稿論文に対し

て，査読者 A氏が採択，査読者 B氏は不採択という

審査結果の場合，編集委員会としては第 3の査読者

C氏を立てることになっている。 C氏の判定が不採

択のときには残念ながら不採択が確定する。なるべ

くRejectではなく Rewriteの方向で対処している

ことをご承知おき頂きたい。また，研究者としての

査読者と投稿者との力量の差が，それほど大きくな

い場合もしばしばあるが，査読者は役割行動を遂行

しているわけであり，投稿者は査読者に対して立場

をわきまえた態度で接することをお願いしたい。明

らかなノfワハラやアンフェアな対応があった場合に

は申し出てほしいが，一定の手続きを踏んで導かれ

た審査結果に対する苦情には応じられないことをあ

らかじめお含みおき頂きたい。

3. 実践研究論文の特徴

機関誌『応用心理学研究』は， I原著論文JI資料

論文JI短報論文JI実践報告(実践研究論文)JI総

説論文JI特集論文」等からなる。そのうち， I実践

報告」部門は，応用心理学の研究 ・実践の新たな発

展を期待して 2007年度に新設された。

3.1 I実践報告」の内容構成

実践報告は，一例として次のような項目と内容か
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ら構成される。実践報告では，一般の論文部門のよ

うな項目構成でなく ，実践内容に即して自由に項目

を構成することが認められている。

実践内容の記述にあたっては，単にエピソ ー ドの

紹介に終わるのではなく，自分自身の実践活動の経

験を，社会の中でこれまでに取り組まれてきた幅広

い実践活動の中に位置づけ，自らの実践の歴史的 ・

社会的な意義を自分自身で再発見し明確にしていく

ことが重要であろう。以下に. I発達 ・教育 ・人格」

研究の領域での実践研究を例として，実践報告(実

践研究論文〕の内容構成のポイン卜を述べる。

(1) I問題」を提起する.実践にあたって，何を解

決しようとしたか。考究すべき問題および課題は何

か。考究すべき問題の重要性，問題設定の必然性，

研究テーマの魅力を述べる。

(2) I対象」を捉える 目①研究対象の「時間的経

過」について，これまでの生育歴および対象へのこ

れまでの教育実践の経過を記述する。また，②研究

対象の「社会的状況」について，例えば保育 ・教育

の実践活動の場合，保育集団，対人関係，家庭環境，

地域や社会の状況などを記述する。さらに，③対象

が特定の教育集団などの場合には，当該の施設や学

校の規模 ・教職員の構成 ・カリキュラムの特徴 ・関

連する諸制度など，実践活動の内容に関連する事項

について説明を加えておきたし、。

(3) I結果と考察」の表現のポイン 卜・「実践活

動」の目標と成果，および「実践研究」の方法 ・検

証結果 ・今後の課題を的確に記述する。

①実践研究論文と して紹介する実践活動を，これ

までの取組みの発展経過の中に位置つけて，どのよ

うな課題と意義をもつものであるのかを記述する。

また， ②教育の全体計画の中の「普遍の中の特殊」

として， 他の教育活動とのどのように連関しあって

いるかを記述し，本実践の特色を描き出していく 。

例えば「自閉症などの障害をもっ子と、もたちへの

療育実践」について記述する場合，上記の諸点を踏

まえて実践の内容と意義を多面的に表現するととも

に，対象児に対する今後の総合的な療育体系を発展

させていくことができるように，次のような事項を

記述する。

1 ) 療育活動についてく概要 ・成果 ・課題〉をまと

める.

・対象児がこれまでに受けてきた公的な療育の全

体的なプログラム。そのどの点をどのように発

展 ・洗練させるために本実践が行なわれたの

か。その成果はどうであったか。

・実践研究者(報告書の著者)自身が実施した療

育実践の全体的なプログラムと，その中で重点

的に紹介したい個別的なアプロ ーチの関連(療

育計画の全体の中の，どのような指導領域 ・方

法 ・時期などを意識して行った実践であるのか

を明確にする)。

2) 療育実践を支える〈社会的諸条件のあり方〉に

ついて考察する .

指導員の待遇 ・勤務実態などを含めた子どもたちの

療育条件，関連する諸制度の現状と課題を記述す

る。さらに，これらの諸条件について，よりよい療

育実践が可能となるためにはどのような点を改善す

べきかについての社会的考察を加える。

3) 実践研究の 〈結論〉 をまとめる :

著者(研究者〉が取り組んだ療育実践がどのような

意義をもち，どのような成果が得られたか。さらに，

どのような点が今後の実践を発展させていくための

検討課題として残されているかを総括する。

また，本実践研究をもとに将来の療育の目標 ・内

容 ・方法の案を新たに提起し，今後どのような療育

活動の展開が期待されるかを述べる。

3.2 応用心理学の特質と実践研究の意義

応、用心理学は，基礎的な個別の心理諸学(個別専

門学)と異なる特質として，①実践性，②連関性 ・

総合性，③社会性，を重視した研究を志してきた。

応用心理学の「実践研究」は，それらの諸特質を豊

かに内包しつつ，対象(子とも，大人，社会環境，

教育システム等)に働きかけてそれをよりよく変
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化 ・発展させるとともに，それによって同時に研究

者自身をも変化・ 発展させる研究実践活動といえよ

う。応用心理学のこれらの三つの特質に関して，実

践研究は次のような意義をもっと恩われる。

(1) I実践性J:応用心理学の研究は，教育 ・医

療 ・労働場面などの生活実践場面(現場)の具体的

な問題を取り上げ，それらを解決の方向に導くため

の科学的な知見を提供することが期待されてきた。

そのための取組みの一方法として，個別専門学の研

究成果をそれぞれの分野と関連の深い現場の諸問題

に応用し，それらの問題の解決に取り組むことを通

じて，対象者への新たな教育方法や心理学的な支援

プログラムを検討し普遍化・ 標準化するなどの試み

がなされ，貴重な成果を挙げている。

さらに応用心理学においては，基礎的な実験研

究 ・調査研究にとどまらず，実践研究への意識的 ・

積極的な取り組みを通じて，基礎学において考究す

べき「問題」そのものを新たに発見し構想していく

ことが重要であろう。個別の分野だけでは解決が困

難な諸問題，さらには，それぞれの分野の最先端の

問題が，対象に働きかけるこのような実践活動を通

じて初めて発見される。実践が「問題」を見せてく

れるとも言えよう。

個別専門学の諸研究が「実践性」をもった応用心

理学の研究となるためには，また，実践を通じて個

別専門学の問題が新たに発見されていくためには，

基礎研究者こそが生活実践場面の具体的な問題に迫

り，それらを繊細に捉えた「問題設定」が意識的に

なされていくことが重要であろう。

(2) 連関性 ・総合性現実に，実践場面の諸問題

への取り組みの中では，特定の個別専門学の知識 ・

技能だけでなく，いくつかの複数の専門分野の知見

を総合したアプロ ーチが必要となることが少なくな

い。例えば， 11歳期の言語発達とその援助J(言葉

の出ない子どもたちをどのように指導 ・援助すれば

よいか)に関する諸問題をテーマとするとき，<発達

局面の総合性〉として，二足歩行などの全身活動，

道具利用などの手指操作(さらにそこに内包される

発達的価値の保存形態)，音声言語，認知(知覚，感

情，記憶など)，自我の育ち，社会的交流，親子関係，

家庭環境，社会制度などの諸局面を総合したアプ

ローチが不可欠である O また， <学問分野の総合性〉

として，生理学，心理学，言語学，神経科学などの

基礎学，保育 ・療育の方法学，発達保障制度に関す

る社会政策学などを含めた，言語発達に関連する諸

分野を総合した研究 ・実践が必要とされる。

さらには，個別専門学の枠を越えた連関的 ・総合

的な思考と実践によって， 1問題」そのものが新たに

発見され，それによって個別専門学の研究にも大き

な飛躍がもたらされる。例えば， 1自閉症」などの障

害をもっ子どもたちへの指導 ・援助の方法学的研究

では，公的な教育プログラムの立案と療育実践によ

る検証を通じて，応用心理学研究 ・発達研究におい

て考究すべき「問題」は，自閉症の医学的診断基準

となっている「コミュニケーション障害」や「こだ

わり行動」などの表面的な行動特徴の改善方法だけ

ではなく，そのようなコミュニケーション障害など

によって最も影響を受けている「自我」および「自

他関係」の構造と「自我の育ち」への系統的な療育

方法の新構想であることなどが明らかにされ，個別

の諸療法が「普遍J的な療育システムの中の「特殊」

として位置づけ活かされることができ始めている。

自の前の「問題行動」だけに目を奪われるのではな

し研究実践 ・療育実践を通してそれらの諸行動の

構造的 ・発達的意味を深く理解することによって，

考究すべき新たな問題が発見できていくことが実践

活動の重要な意義であろう。

個別専門学の諸研究が「連関性H総合性」をもっ

た応用心理学の研究として展開されていくために

は，①既存の諸問題に対して単に個別専門学の成果

をそのまま「応用」してその結果を検証する研究だ

けでなく，実践場面に身を置いて，社会の中で最も

困っている人たち，最も援助を必要としている子ど

もたちが抱える諸問題は何か，それ自体を問題に

し，問題そのものを新たに発見していく必要があ

る。②そして，既存の方法を問題 ・対象にあてはめ

て研究を行なうのではなく，問題 ・対象の指し示す

ところに応じて方法を新たに構想し，どのような研

究方法を案出すればそれらの問題の解決が可能とな

るかを明らかにしていくことが重要であろう。

(3) 社会性:研究者(実践者)の存在と活動は，

実践対象者とのあいだで，互いに相手の人間的 ・社

会的本質を映し合う魅力的な鏡となる。それゆえ，

研究者が対象を変革してしぺ実践活動を行うとき，

その活動において研究者は，自分自身と研究対象者

とを次のように二重に肯定することができる。
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第ーに，研究者は，その実践活動において自分の

個性を，そしてその独自性を対象化する。それは研

究実践者の個人としての生命発現(自己の生命活動

の生き生きとした表現〕となり，自由権の尊重とな

るだろう。しかしさらに，研究者の働きかけによっ

て「対象者」そのものが変化発展するとき，あるい

はまた研究者が働きかけて変革した世界を「対象

者」が享受するとき，研究者は自分の活動において

個人としての人間的な欲求を満たすだけでなく ，そ

の実践活動において自らの人間的 ・社会的な本質を

対象化することになる。研究者は，個人としての活

動によって同時に，他の人間存在の社会的欲求にそ

れにふさわしい世界をつくり，その世界を提供する

喜びを味わうことができるからである。

第二に，対象者の側から見ると，研究者は，対象

者と人類全体を媒介する役割を担っている。した

がって研究者の実践活動は，対象者自身の本質(人

類全体とつながるという本質)を補完する重要なも

の，つまり対象者自身の不可欠の一部，として対象

者に知られ感じられることになる。それゆえに研究

者は，実践的に働きかけるその対象者において自分

自身が確証されるとともに，実践活動を通してその

ことを自ら知ることができるだろう。

研究者は対象者と人類全体とのあいだの媒介者と

して，研究者自身は，そして研究者の個人としての

生命発現である実践活動は，それ自体が対象者の生

命発現のための活動の不可欠の契機となる(研究者

自身，そ して研究者の活動自体が対象者の生命活動

にとってなくてはならないものとなる)。それゆえ

研究者は，自らの生命発現の中で直接に対象者の生

命発現を作り出すことになる。したがって対象者と

人類を媒介する研究者の個人的な実践活動の中で，

研究者は直接に自分の真の本質を，自分の人間的な

本質を，自分の協同的 ・社会的な本質を確証し実現

することになるだろう。

実践活動が，研究者のこの社会的特質をさらに充

実させ，それによって，現実社会の中の具体的な諸

問題の解決を目指してきた応用心理学の問題意識そ

のものを発展させる。実践活動に取り組み，実践記

録を書くということは，研究者が自らの生き方その

ものを振り返り，自分自身の存在と活動の価値を確

証し充実 ・発展させていく大切な活動になると思わ

れる。

4. 論文審査のポイン卜

4.1 論文を書くということ

研究をするということは. r公的な」作業である。

われわれは，先行研究を概観し，多くの知識(方法

や知見，理論など)のもとに，一定の意図を持って

研究する。そして，相応の結果を手にする。大抵の

場合は，人数の多寡は別に しても対象者の行動から

一定の指標を得て，吟l床を行う。この一連の過程自

体にあるように，研究はそれぞれの社会的資源を得

なければできないことであり，個人の勝手な趣味的

活動ではない。そして，入念な分析を施し，結果の

意味を考える。自分がそれまでに先行研究から学ん

だように，同学の士との成果の共有や，他がなんら

かの示唆を得られるように考えて，同学の士の集う

学会誌(本学会では「応用心理学研究J) に発表す

る。このように，研究を計画し，その成果を発表す

ることを含めて研究することは，公的活動なのであ

り，研究する(志す〕者にはすべからく社会的責任

があるのである。

4.2 その研究成果は世に問えるか?

研究論文を書く際に，先ず，それが自分で r~ 、ぃ」

結果と思えるか，これを論文とした場合には，少な

くとも自分以外の誰かが面白い，示唆を得られると

思ってくれるだろうかと自問したし、。その確信の前

提として. r研究方法は，適切かJ.r妥当な実施方

法，分析を行っているかJ.r研究にはオリジナリ

ティはあるかJ.r先行研究と比べて新たな意味があ

るのか，核となる主張があるのか」を考えたい。こ

れらに当てはまるならば，ぜひ論文を仕上げたいも

のである。

大坊郁夫(大阪大学)
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4.3 論文を具体的に書く作法

先ず，書こうとする項目を用意し，プロットを用

意する。それに文章を重ねていく。その際に，自分

一人で書いた論文をすぐには投稿するのではなく，

推散が必要である。書き手は，自分の文章に慣れて

いるので，案外に自分の文章の拙さには気づきにく

いものである。 1)妥当な論点， 2)的を射た記述内

容， 3)あいまいさを避けた表現， 4)客観的な書き方

を目指すべきである。その上で，自分だけでは気づ

きにくい点について，複数の目で推敵すべきでもあ

ろう。また，一気阿成に論文を仕上けlるのではなく，

ワインほどではないにせよ， しは、らく寝かせてから

見直すことも必要である。時間をかけることで，新

たな視点からの点検も可能である。さらに，前提と

して，評判の論文，出来のいい論文，主張の明白な

論文を読み，いい表現，論文の構成を学ぶことは有

益であろう。

(1) 論文の構成

論文の構成に時間をかけ， しっかりとした筋を描

くことは，いい結果を生むものである。

① フロ ーチャ ー 卜を描く 論文のアウトライン

を作る。

② 問題，目的/仮説，方法，結果，考察，結論に

分け，書きやすいところから記述する。

③ アウトラインを肉づけしてし吋。先行研究と

の照合は意味を持つ。

④ 大事なキーになる箇所に印を付す。主限点，

主張点であるので，文言を吟味する。先ず，

一番言いたいことから文章化する。そしてそ

の次と進める。また，方法の記述は事実の記

録であり，あまり悩まずに，書けるであろう。

このように，あちこちからでいいので， 書き

ためていくうちに，文章がj留まってくる。そ

うすれば，書くことのコミットメン卜はむし

ろ高まるであろう。動機付けも高くなる。

⑤ 実証的研究では，仮説に対応するように考察

を展開する。

⑥ タイトルは誰もが先ず目にするものである。

内容を反映したものであることに加えて，関

心を惹く工夫をしたいものである。

(2) 目的/仮説

仮説は探索的か，相関的か，因果的か? それに

よって，それに見合ったデータ分析の仕方がある。

研究の倫理にも通じることであるが，得られた結果

から， アド ・ホ ックに， 目的/仮説を作るべきでは

なし、。

(3) 方法

データ収集方法(個別化，集団か，複数の大学や

講義で実施したのか 7)，実施時期(最近の論文では

省略されていることが多いが，実施地域とともに，

データの性質を大きく規定する可能性があるので，

明記すべき事柄であろう)。さらに，ど のような倫理

的配慮がなされたか 7，参加者への教示内容は 7，

研究参加への同意や結果発表についての同意をどの

ように得たか 7，所要時間は 7，用いた尺度，調査

表はその研究では妥当か 7，その尺度採用の根拠は

なにか? これらは基本的な方法記述のチェック ・

ポイントにあたる。

(4) 結果

都合のいい結果だけを示すということは適切では

ない。①結果データ記述にも手順がある。たとえば，

結果の特徴を示すための分析は，重回帰分析，共分

散構造分析だけではなし、。②主張したい結果に至る

前提を示すべきであろう。たとえば，要因間での平

均値の比較，相関関係はどうか，などである。③結

果の図表示は適切? 目盛り(単位)，注記は詳しく

行う(それ自体で読者が分かるように記述する)。図

表は結果の大小関係，有意差を適切に分かるように

作成する。④主張したいがために，誇張した記述は

ないか? ⑤偏った結果の記述にならないように心

がける。他に見るべき点があるのにそれを無視して

いないか。⑥結果の因果の流れを検討にする際に見

られやすい「問題点」には，執筆者は案外に気づい

ていない可能性があるので，日今l床は必要である。た

とえば，その統計分析法は妥当か，データのレベル

に合った分析法(データの分布，サイズ，尺度水準

に応じた分析)を行う。本来ならその種の分析には

耐え られない性質のデータをあまりにも慣用的に，

拡大解釈的な分析を行っているものがある。⑥結果

をどこまで一般化できるか。年代，男女比，地域差

はどうか。さらに，統計分析のために用いた使用統

計パッケージも明記すべきである。最近は省略され

ることが多いが，統計パッケージによって，デフォ

ルトの計算法の違いなどもあるので，再現性の点か

らも本来触れるべきである。⑦事実(結果)と意見

(考察〕を分け，あいまいな記述を避ける。
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そして， ささいなことではあるが，用語の統一，

文章のつながり具合なと、に心がけて欲しい(一般的

な文章作法であるが)。論の展開として，その結論に

収束するか(他の結論の可能性はないのか)，レ

ビュ ーした論文は妥当で，偏りはないのかなども留

意点である。

4.4 投稿の作法

投稿に際しては，学会誌の投稿規定を熟読し，書

式の確認，投稿基準に合致しているか? 文章の体

裁は整っているのか? 注記には，データの出処，

元になった研究，科研費補助による研究なのか，修

士論文/博士論文，共同研究なのか，そして，研究時

期や謝辞も適切に入れるべきであろう。投稿論文に

関連する論文があれば，投稿時に添付しておいた方

が好ましい(二重投稿の回避の意味もある)。特に，

ある研究を分割し，部分的論文を作成するような場

合には，投稿論文にその旨を記載すべきである。ま

た，その研究への貢献度に応じた責任の所在を明ら

かにするためにも，連名者の明記や注記は必要であ

る CAuthorship:その研究実施に際しての貢献度を

反映する。なお，海外の研究誌 たとえば，Nature 

ーでは，連名者それぞれが，その論文にどのように

関わったかを詳しく求めている。)。

なお，案外に等閑にされているのが，英文抄録で

あろう。投稿に際しては，専門家の校聞を前提にし

て欲しいものである。

4.5 審査過程

審査者は，アカデミ y ク・ボランティアであり，

添削者ではない。時に，大幅にコメントの書き込ま

れた原稿が返される場合があるが，それは， 真言語に

受けとめる必要があろう。投稿者は，よく l吟l味をし

た上で投稿すべきである。また，審査結果への対応

は慎重に行い，審査コメン卜については複数人で読

み解いたうえで漏れのないように，逐一対応の形で

回答する。論文原稿に行番号を付すのは双方にとっ

て便利である。また，修正の新旧対照表はまとめに

もなるので，作成すべきである。

(1 ) 審査の指摘事項への対応

投稿者は，審査結果には一般的には敏感であり，

防衛的にならざるを得なし、。なかには，指摘事項に

ついて，至極もっともと指摘事項をそのまま受け入

れようとする場合がある。指摘が妥当な場合にはそ

れもあろうが，換言すれば，投稿論文の完成度が低

いことを示すことになるであろう。指摘の重要度を

よく踏まえて改稿し，審査者と「見解」の相違があ

る場合には，改稿提出の際に，審査者への意見とし

て述べてかまわないし，述べてしかるべきである。

(2) 採択に至る

審査において，積極的に採択される論文には，明

確な論旨，主張があり，先行研究(文献)の公平な

扱い，妥当な文献展望がなされているものである。

研究視点のユニークさ+新しい発見があることが期

待される。ただい資料論文，短報では，先行研究

の適切な追試，確認研究もある。また，対象群(世

代，文化等)の拡張，新しい尺度作成 ・導入，指標

の開発，瓢訳やデータ分析法の紹介なども適してい

る。

審査は， 一般に，研究内容，方法，考察，文章表

現，研究倫理の配慮などの観点からなされる。これ

らの諸点で問題がなく，無難に採択される論文もあ

るが，後代に参照されるような，イ ンパク卜のある，

おもしろい研究を常に期待したし、。

一種の成果主義の現れであるかのように，本来，

総合的に展開された研究を分割し，論文を量産する

ことは決して望ましいことではない。研究の意図や

展開の仕方は多様であるが，研究することの興奮が

伝わるような論文を各自心がけたいものである。

5. 臨床研究の観点からの示唆

今回， 筆者に与え られたテ ーマは， I論文投稿につ

いて，投稿の啓蒙の意味も含め，普段どのような指

導を行っているか」というものであった。これは臨

床分野の研究者として も教育者としても途上にある

井上孝代(明治学院大学〉
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身としては大きすぎる課題であ り，応用心理学全般

に該当するかどうかも不安であ ったが，臨床心理士

養成コースの教員としての現在の取り高[[みをお話 し

させていただいた。何かのヒントにつながれば望外

の喜びである。

まずは，と もすれば実践優位になりがちの臨床心

理士という専門職となるにあた っての「研究の意

義」を強調する ことか ら始めている。すなわち，大

学院教育の目標は専門職業人の養成と学問研究の最

先端を切り開き，次代を担う研究者や教育者の育成

であり，そのような人材として育つには，プラク

ティショナ ー=リサーチャ ー・ モテルに則った大学

院での学びが重要であること，臨床心理士としての

より良き臨床実践の源は研究であり，論文発表はそ

の結果でもある，と力説している。

動機づけのポイントとしては，①科学的恨拠に基

づいた論理的思考のための訓練の大切さ，②徽密な

観察が治療への取り組みとして求められることの気

づき，③独りよがり に陥 らな いための他流試合の大

事さ，④自分の経験を客観的に後世に伝え，願わく

ば世界の医療への貢献をエンパワ ーメントする，な

どである。

具体的なゼミ指導としては，①院生の研究テ ーマ

を 「個人投稿型」と「連名型Jの 2タイフ。に整理し

同時並行を目指す， ②学会スケジュ ールを全員で共

有 し， ③個人の学会発表と短報への投稿，そして原

著論文作成へのスケジュール化を薦める，④その計

画をグループで相互検討しあ う，という決して競争

的でなく ，愉しいグループワ ークとして進めてい

る。それでもうまくいかない論文は少なくなし、。そ

のような場合は，⑤研究室の研究誌 (1マクロ ・カウ

ンセリング研究J)を活用し，論文化の意欲を高めて

もらえればと働きかけている。

付記・本稿は，日本応用心理学会第 76回大会(開

催校:九州大学)期間中の 2009年 9月 12日 (土)

に行われた研修セミナ ーの概要を当日の講演者に依

頼してまとめたものである。
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